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 精神身体症に対して治療効果を認める方法又は薬剤が脳波に特徴を示すのではないかという想
 定のもとにこの実験を行ったP動物は家兎を用い,その脳波は精神身体症の発症に最も関連あり
 と考えられる大脳皮質・大脳辺縁系(殊に海馬)・親床下部・脳幹網様体の4部位から同時に記
 録した。
 精神身体症の治療に著効を示す絶食療法と同じ要領で絶食させた家兎の脳波と,感情調整薬乃
 至は向精神薬を投与した時の家兎脳波を比較検討し次の成果を得た。
 T)て0臼絶食せしめた家兎の脳波は皮質及び海馬では覚醒波が主流をなしていた。この際海
 馬の覚醒伎は平均振幅60μV平均周波数4cpsで,常食対照群の平均数280μV'4.5cpsに比
 し減少していた。脳幹網様体では周波数・振幅とも常食対照群と有意の差がたかった。即ち絶食
 が家兎脳波に及ぼす影響は・海馬では抑制的,視床下部では軽度抑制的であったD之に反して皮
 質と脳幹網様体では影響を認めなかった。
 2〕新向稀神薬ジアゼパム0、2恥9/K夢静脈注射では,皮質に紡錘波が出現し・脳幹網様体で
 は投薬前り0μVであったものに40μ▽程度の不規則左波が加つた。また周波数も減少したD海
 馬では周波数が軽度に減少した弼高振幅徐波に速波が加つたりした。視床下部は殆ど無変化で
 あった。即ちジアゼパム少量投与は皮質・海馬・脳幹網様体を軽度に抑制したが,視床1下部には
 変化が友かつた。
 ジアゼパム1漉9!Kgを静脈注射した際は,皮質・海、馬・脳幹網様体に於ては少量投与の場合
 より抑制が高度であった。更に抑制パターンの時に刺激を与えると皮質は速波を示し海馬も高振
 幅徐波に左つたが,この海馬覚醒波は周波数・振幅とも投薬前よりも減少した。視床下部の周波
 数・振幅はともにごく軽度に減少した。即ちジアゼパム1隔9/鞠静脈注射は前記4部位をすべ
 て抑制した。しかしその効果は一過性で、実験をつづけると覚醒波近似の安定した振幅と周波数
 を有する脳波とたった。
 5)精神身体症に効果が認められるク・一ルジアゼポキサイド5恥9/K9静脈注射で家兎脳波
 は,海馬では高振幅徐波に不規則な速波が加重した。この際薬剤を追加したり,長時間実験をつ
 づけると脳波は平担化した。視束F部は静脈注射後1分頃からて5～20μv'の規則的た波が群
 発し始め、次第に25～55μ▽にも達し,後に紡錘波様の波が群発したD皮質では紡錘波・睡
 眠波が現れ・脳幹網様体では皮質の振幅と周波数の動向に平行した脳波が認められた。即ち海馬
 と視床下部では抑制を認めたが皮質と脳幹網様体ではごく軽度の抑制を認めたに過ぎ友かつた0
 4)精神身体症の治療に殆ど効果がなかったクロールブロマジン,レセルピン,メプロパメ一
 一2一
 トを静脈注射した時の脳波は,多少の差異はあるが皮質・大脳辺縁系・視床下部・脳幹網様体の
 4部位とも抑制パターンを示した。即ちク・一ルプ・マジン5～7昭■Kg静脈注射で皮質は睡
 眠波を示し,海馬も高振幅徐波に低振幅速波が混在してから睡眠波に移行し、刺激により誘発さ
 れた規則波は振幅が稍々低下し5秒間ぽど続いた060分を越える頃振幅は殆ど平担化し,時に
 轍を認めた。視床下部は徐波化し鯨波や鋭波が混在し,60分頃からは振幅が低下するか平担
 化した。脳幹網様体は振幅が乱れ徐波化したDレセルピン1～4鷹野/K夕静脈注射で皮質・海馬
 。視床下部。脳幹網様体ともク・一ルプ・マジンとほぼ同じ脳波を示したが睡眠は浅く早く覚醒
 した。メプロバメートを60～120鵬9/Kg静脈注射したときの脳波は,皮質と脳幹網様体が
 鰯践波を呈し,軽度乃至中等度に抑制されたD海馬でも抑制的で睡眠時の脳波に疫外刺激によ
 る覚醒波が2～4cpsと緩徐となり、振幅が低下したときは陽性棘波が認められた。視床下部は
 ごく軽度の徐波傾向と紡錘波が出現し,その後援纏の規則化が認められた0
 5)大脳辺縁系に他の脳部位より多く含まれているといわれる亜鉛又は排卵促進物質である銅
 をグルコン酸亜鉛とグルコン酸銅の形でそれぞれ静脈注射した際は,大量投与では前記4部位と
 も抑制したが,小量投与では無変化か時に興奮作用を認めた。
 以上要するに絶食家兎脳波、各感情調整薬・向精神薬投与時の脳波所見は次の如くであった。
 1)精神身体症に最も有効だつた絶食では視床下書ト辺縁系を抑制したが脳幹網康体一新皮質
 系に対しては無変化であった0
 2)精神身体症に比較的効果のあるクロールジアゼポキサイドでは視床下部一辺縁系を抑制し,
 脳幹網様体一新皮質系を軽度に抑制し,絶食に最も近似した脳波パターンであった。
 ジアゼパムはクロールジアゼポキサイドに次いで絶食に近似した脳波パターンであり,しかも
 クロールジアゼポキサイドより少.竜で抑制効果を認めた0
 5)精神身体症に殆ど効果がなかったク・一ルプ・マジン,レセルピン,メブロバメートでは
 上記向精神薬と異って,脳幹網様体一新皮質系,視床下部一辺縁系をともに抑制し,絶食とは異
 った脳波パターンであった0
 4)このことから家兎脳波に一与える薬物の影響パターンを調べて,精神身体症の治療に用いら
 れる感情調整作用・向精神作用のスクリーニングに用いられることが考えられるD
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 審査結果の要旨
 現鳥薬剤の感情調整作用を知る適当な方法はなく,動物の行動の変化を観察する方法が採ら
 れている。著者は脳波の面から,感情調整作用の有無を検定することが出来るのではないかと言
 う予想の下に,成熟家兎の左側海馬,視床下部,脳幹網様体に慢性的に電極を植えこみg各種条
 件下に於てフ脳波描写を試みた。また皮質は硬膜外誘導によった。その成績を要約するにシ
 1)絶食療法は人間に於て著しい感情調整効果があり,精神身体症に著効を示すが,家兎を
 10日間絶食させる為皮質,視床下部,脳幹網様体の脳波は周波数および振幅とも変化がない
 か,あっても僅少で常食家兎のそれとの間に明かな差違を認めなかった。然るに海馬の脳波は周
 波数の減少,振幅の著明な低下すなわち抑制反応を示した。絶食10日後,復食2」ヨ目の家兎では
 海」馬脳波は絶食時と大差なかったが,脳幹網様体で軽微な抑制反応を示した。
 2)現在,感情調整作用がありフ精神身体症にも或程度有効な薬剤にDiazepa皿とGh1・
 Drdi&zepoxideがある。前者をProK赫叩与えたときの脳波は皮質および視床下部では
 軽微な抑制シ海馬および脳幹網様体では可なりの抑制反応を示した。また後者をProKg5響宛
 2回投一与したときの脳波は海馬で著明な掘鴇視床下部で可なりの抑制フ皮質および脳幹網様体
 に丈華墨マ教なま中指llカも見られた0
 5)Ghlorpromazi且eには感情調整効果は認められないが,その5～7昭■Kgを投・与した
 家兎の脳波は皮質に於て可なりの抑制他の部位では何れも高度に抑制が見られた。
 4)Reserp加1～4解■Kg投一与した家兎では視床下部を稍々強くy他の部位を軽微に抑
 制したコ
 5)MePfobana七e60～120囎/K9を授与したものでは海馬を可成り強く,他の部位を
 、軽微に抑制した。
 6)大脳辺縁系に多く含まれている亜鉛および視床下部に多い銅の作用を見るために,グルコ
 ン酸亜鉛およびグルコン酸銅を注射したときの脳波を見るにg両塩とも少量投一与では作用がない
 か刺激的に作用坊大量投与または長期投与では前記諸部位に対し抑制的に作用した。
 以上の成績か鵠向精神薬の作用パターンには7①祝床下都一辺縁系抑制、網様体一新皮質系
 無影難②視一辺系抑制,網一皮系軽度抑制シ③両系ともに抑制・…などが見られるが,①が最
 も強い感情調整効果があり,②は効果が弱く,③には殆んど効果を認めない。それ故1著者の方
 法により感i、11調整剤のスクリーニングも可能と思われると述べている。
 仍て,学位授一与に価するものと判定した。
 一4一
